新しい年度にあたり温故知新をしてみます
福岡市手をつなぐ育成会理事長　花田敏秀
　
新年度になり初めての発行となります。この4月から新たに福祉の世界に身を投じられた方も多いと思います、元号も改まりましたので、温故知新をして先人の取組に学びたいと思います。
　政府によれば、紙幣の一新が行われるとの事で、その新しい1万円札は渋沢栄一氏になる予定だそうです。渋沢氏は日本近代経済の父ともいわれる方で皆さん誰でもが知っているようなたくさんの有名企業、みずほ銀行、東京瓦斯、日本郵船、サッポロビール、王子製紙等の設立に係わり、その数は500社を数えました。一方でこれはあまり知られていないかもしれませんが、福祉や教育などの慈善・社会事業にも尽力した人です。実業による私利は公益に資するべきであるとの一貫した主張があり、CSR（企業の社会的責任）の先駆けをした人でもあります。氏の言葉に「自分が手にする冨が増えれば増えるほど社会の助力を受けているのだからその恩恵に報いる為、できるかぎり社会のために助力しなければならない。」があります。
氏が実業界を退いた後、その逝去に至るまで院長を務めた「東京養育院」には設立から60年に渡り力を注ぎました。身寄りのない子ども、老人、路上生活者、障がいのある人などを救済する日本で最初の公立救貧施設でした。日本最初の知的障害児者の施設である滝の川学園の理事長も務めています。さらに中央慈善協会、今日の全国社会福祉協議会の前身の初代会長でもありました。最晩年には救護法（今日の生活保護法の前身）の制定に尽力、病をおして政府に掛け合っています。
　教育の方では、今日その系譜にある、一橋大学や日本女子大学の設立にも関わりました。
　さて、福祉とは何でしょうか、辞書で調べると幸い、幸福と書かれています。個人の幸せを幸福と言い、個人の集まりである社会の幸せを考え作っていく事が社会福祉ということになります。幸せだと感じる感じ方は一人々違っています。したがって福祉に携わる皆様は人と人とのつながりの中で築かれる信頼関係を基に一人々の幸せの創造をするという、同じものがない実に創造的な仕事をしていることになります。福祉の仕事の醍醐味はここにあると私は思います。この仕事に誇りを持って欲しいのです。
[bookmark: _GoBack]　明治の社会保障制度がなかった時代に慈善と言う価値観で、社会事業を始めた先人たちは信念を持って実に創造的な活動を始めたと思います。制度が当時に比して格段に整った今日、しかしながら利用者の幸せの創造がどれだけできているかとなるとはなはだ心もとない気もします。紙幅の関係で一人一人の功績を照会できませんが先に挙げた滝の川学園の石井亮一、救世軍の山室軍平、家庭学校の留岡幸助。改元のこの時に改めて社会事業を創設した明治の巨人たちに思いをいたした時、時代が変わり、価値観も変わった今日、精神論を振りかざす等の時代錯誤をするつもりは毛頭ありませんが、そのやむに已まれぬ思いと、どこにそんなエネルギーがあるのかと思えるほどの行動力は見習うことが多いと思います。社会福祉の原点がここにあることを後輩である私たちが学び、その創造力を今日の社会福祉事業にどう生かしていくか皆さんと共に改めて考えてみたいと思います。
